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副題

■１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 1 5

■２.環境 □６.景観 2

■３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 3

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号： 4

■1.省人化 ■5.耐久性向上 ■9.地球環境への影響抑制 1 9
開発目標 □2.省力化 ■6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 3 11
（選択） ■3.経済性向上 □7.作業環境の向上 ■11.品質の向上 5

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号： 6

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（18％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　 番号： 1
2.工程 ■1.短縮（9％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 ■1.　（定義済みの値なし） 番号： 1

開発体制 番号：

開発会社 販売会社 協会名

会社名： 住所： 大阪府吹田市津雲台7-8

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所： 大阪府吹田市津雲台7-8

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

西尾レントオール株式会社 西尾レントオール株式会社

番号：
1

1-1-1.共通工／土工

評価（事前・事後）

分類

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

KT-010187-V 事後評価

活用の効果

ＲＩ法密度管理試験
18.59%
9,09%

登録番号

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 GPS・自動追尾転圧締固め管理システム
収受受付年月日 平成23年12月26日

変更受付年月日 平成25年2月28日

GPS・TSによる締固め機械の回数管理 開発年

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

関東地方整備局 平成13年11月28日

問合せ先

西尾レントオール株式会社

通信測機営業部
06-6155-1400

阪本一

06-6873-7400

06-6155-1400

hi deki . yamaguchi @ni shi o-r ent . co. j p

haj i me. sakamot o@ni shi o-r ent . co. j p

登録No. 1412

1

平成14年

■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

通信測機営業部 06-6873-7400

山口秀樹

西尾レントオール株式会社

盛土等の締固めが必要な施工現場に於いて転圧回数をリアルタイ
ムにオペレータが把握でき、それを管理することで、締固めの過不
足をなくし、層毎に面的管理を行い品質の向上を図る技術である。
従来の品質管理は、RI法密度管理試験、砂置換法密度管理試験
等を使用し検査しているが、あくまでもサンプル検査（点管理）であ
り層毎の全体の品質管理（面管理）ではないことが欠点であったが、
それを解消してくれるシステムです。オペレータは、運転席に設置
されたディスプレイの画面を見て、規定回数の色表示になっている
かを確認し、踏み残しが有れば、再転圧しに行くという非常に簡単
なシステムになっております。 

mailto:hideki.yamaguchi@nishio-rent.co.jp
mailto:hajime.sakamoto@nishio-rent.co.jp


GPS・自動追尾転圧締固め管理システム 登録No. 1412

（特　徴）

（施工単価等） 2

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
・締固め度・含水比などの数値管理はできない
・GPS使用時は上空が開けていることが条件となる
・TS使用時は測量機-転圧機間の視通が開けていることが必要

（長　所）
・層毎の品質管理が、サンプル検査でなく、面的な管理が行われる。
・施工終了時には、締固め機械の座標データをもとに、帳票作成が可能であり、又、データ
をもとに今後の維持管理にも利用できる。
・熟練オペレーターでなくても、規定の転圧回数を過不足なく施工できる。

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

国土交通省土木工事標準積算基準書
NETISにも公表済み。西尾レントオールにて単価見積あり

ＴＳ・ＧＰＳを用いた盛土の締固め情報化施工管理要領(案)

A-2

①「TS・GPSを用いた盛土の締固め情報化施工管理要領(案)」に準じるが、特に施工範囲が、
GPSでシステムを組む場合上空視界が確保できるかを確認。又安定したデーター送受信できる
環境の確認。
②施工範囲のCADデータを入手 (ない場合、測量及びシステムを装着した締固め機械で施工範
囲内を走行し、座標を習得)
③基地局の設置(施工範囲と同じ座標系にする)
④試験施工を行い、転圧回数を決定する。
⑤CAD化したデータを締固め機械に装着したPCに取り込み各種設定の上走行する
⑥オペレータは、決められた転圧回数の色になるまで走行する。⑦締固め機械のPCよりデー
タを取り、軌跡走行図、転圧回数図、加速度計、温度等の帳票を出力する。

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

システム用GPSレンタル 70万/月　システム用TSレンタル 40万/月
補正データ送信無線機 別途
車載搭載パソコン・ソフト 別途
システム設置・解体 別途
システム指導 別途

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 

 

 

 



登録No. 1412

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
特許番号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

（適用できる条件）
・GPSを使用する場合、上空視界が開けていてGPS衛星の電波受信が可能な事。
・TSを使用する場合、TSと締固め機械との視通が確保されている事。
・電波障害が、起きない事。

・粘土性の高い土質には、注意が必要

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 GPS・自動追尾転圧締固め管理システム

A-3

（適用できない条件）
・GPS使用時は、上空視界が、限定されGPS衛星の受信電波が十分受けられない場所。
・TSを使用する場合、TSと締固め機械との視通が確保されない場所。
・電波障害が、起きる事。

転圧機で踏めない狭小部、法尻、法肩などの管理

すでに実用段階

TS・GPSを用いた盛土の締固め情報化施工管理要領（案）を作成時本システムにて12現場フィー
ルド試験実施。

・GPS使用時には、GPS衛星を5個以上補足できている事。
・TS使用時には、TSと締固め機械の視通が確保されている事。
・無線障害のない事。
・車載パソコンは、振動対策対策を行う。
・操作手順などはマニュアル化しており、設置・操作指導も対応可能

 
  
    

 
  
   
   

 
 
  
 

 
 

   

  

    

   

    

 

 
 
      

  

 
 
 
  



A-4

登録No. 1412

実績件数 公共機関： 110 民間：

発　注　者 施工時期
中部地方整備局 H21.-H22.3.31

中部地方整備局 H22.12-H24-
3.31

中部地方整備局 H23.10-

中部地方整備局 H23.10-

NEXCO中日本 H21.3-

中部地方整備局 H206-

中部地方整備局 H20.4

中部地方整備局 H21.

中部地方整備局 H21.6-

中部地方整備局 H21・4- 島田吉田線道路建設工事

北勢BPくるべ舗装工事

牧田川穂積築堤工事

伊豆縦貫道舗装工事

第二東名高速道路清水東舗装

北勢BPさざらい舗装工事

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 GPS・自動追尾転圧締固め管理システム

23号蒲郡BP柏原道路建設工事

杭瀬川綾里築堤工事

工　事　名

10

CORINS登録No.
豊川大村築堤

揖斐川城南防災ステーション整備工
事

施
工
実
績



登録No. 1412

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 GPS・自動追尾転圧締固め管理システム

A-5

締固め管理システム搭載重機

システム概要 走行軌跡図

運転席内部設置状況

転圧モニター画面 転圧回数管理図
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